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(百万円未満切捨て)

１．2020年２月期第２四半期の連結業績（2019年３月１日～2019年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年２月期第２四半期 2,962 2.5 △36 ― △37 ― △38 ―

2019年２月期第２四半期 2,890 19.3 148 △5.5 149 △4.1 94 △3.0
(注) 包括利益 2020年２月期第２四半期 △38百万円( ―％) 2019年２月期第２四半期 94百万円( △3.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年２月期第２四半期 △18.97 ―

2019年２月期第２四半期 46.28 ―
　

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年２月期第２四半期 1,968 1,154 58.7

2019年２月期 1,948 1,233 63.3
(参考) 自己資本 2020年２月期第２四半期 1,154百万円 2019年２月期 1,233百万円
　
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年２月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2020年２月期 ― 0.00

2020年２月期(予想) ― 25.00 25.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2020年２月期の連結業績予想（2019年３月１日～2020年２月29日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,742 16.3 269 46.4 265 43.7 166 141.8 82.11
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年２月期２Ｑ 2,032,600株 2019年２月期 2,032,600株

② 期末自己株式数 2020年２月期２Ｑ 269株 2019年２月期 269株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年２月期２Ｑ 2,032,331株 2019年２月期２Ｑ 2,031,447株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の業績や雇用・所得環境の改善、設備投資の増加などを

背景に、景気は緩やかな回復基調にあります。一方、世界情勢においては、米中貿易摩擦の激化や中国経済および

中東の先行き等、引き続き懸念材料も多く、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、少子高齢化という人口構造の変化により、新規住宅着工戸数

の減少が予測されており、既存住宅の平均築年数は上昇しております。そのため、住宅の老朽化と共に、水まわり

のトラブルを含む住宅の不具合は増える傾向にあり、当社グループの主力事業であります水まわりの修理等の需要

は底堅く推移しました。また、水まわりを含めたリフォーム市場全体については、政府による「いいものを作って、

きちんと手入れして、長く使う」社会に向けた既存住宅流通・リフォーム市場活性化の取り組みにより、リフォー

ムによる住宅の長寿命化や資産価値の向上を求めるお客さまの増加による需要の拡大が見込まれております。

このような環境のもとで、当社グループは、主力事業であります水まわり緊急修理サービス事業では、引き続き

受注拡大や業務提携先との関係強化を図ってまいりました。また、継続的な研修・教育に注力し、サービス品質の

向上に努めてまいりました。ミネラルウォーター事業におきましては、ペットボトル式のナチュラルミネラルウォ

ーターの販売、ウォーターディスペンサー充填式ミネラルウォーターの販売を行っており、販売は順調に推移しま

した。また、ヘルスケア事業におきましては、健康志向の高まりを背景に水まわり緊急修理サービス事業でつちか

った「サービス力」を活かしてパーソナルトレーニングジムを２店舗運営しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,962,603千円（前年同期比2.5％増）となりました。

営業損失は、現場サービススタッフ増員による人件費等の増加、自社広告宣伝費の増加等により36,515千円（前年

同期は148,400千円の営業利益）、経常損失は37,548千円（前年同期は149,365千円の経常利益）、親会社株主に帰

属する四半期純損失は38,550千円（前年同期は94,021千円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

各事業部門の状況は次のとおりであります。

・水まわり緊急修理サービス事業

業務提携先からの入電が不調に推移し売上が伸び悩みました。一方で、自社広告宣伝費の増加や現場サービス

スタッフの増加等により売上原価、販売費及び一般管理費は増加いたしました。

以上の結果、当事業の売上高は2,520,917千円（前年同期比2.1％減）、営業損失は49,938千円（前年同期は

130,304千円の営業利益）となりました。

・ミネラルウォーター事業

ペットボトル式のナチュラルミネラルウォーターの販売、ウォーターディスペンサー充填式ミネラルウォータ

ーの販売を行っており、防災用品商社等を納品先とした備蓄用の保存水の販売やホテルを納品先としたプライベ

ートブランド商品の販売が順調に推移しました。

以上の結果、当事業の売上高は413,791千円（前年同期比31.4％増）、営業利益は22,350千円（前年同期比23.5

％増）となりました。

・ヘルスケア事業

健康志向の高まりを背景に水まわり緊急修理サービス事業でつちかった「サービス力」を活かしてパーソナル

トレーニングジムを２店舗運営しております。

以上の結果、当事業の売上高は27,894千円、営業損失は10,873千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当第２四半期連結会計期間末における資産の額は、前連結会計年度に比べ19,672千円増加し、1,968,076千円と

なりました。これは主に、売掛金が91,428千円、有形固定資産が43,124千円増加したものの、現金及び預金が

122,730千円減少したことによるものであります。

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債の額は、前連結会計年度末に比べ98,869千円増加し、813,775千円と

なりました。これは主に、買掛金が48,643千円、未払金が39,295千円増加したことによるものであります。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産の額は、前連結会計年度末に比べ79,197千円減少し、1,154,300千

円となりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上、配当金の支払いにより利益剰余金が減少

したことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ122,730千円減少し、742,131千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とこれらの要因は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得た資金は74,803千円（前年同期は153,633千円の獲得）と

なりました。これは主に減価償却費を60,546千円計上、未払金の増加85,363千円が生じたものの、売上債権の増

加91,427千円が生じたことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は111,591千円（前年同期は103,343千円の使

用）となりました。これは主に有形固定資産の所得による支出92,471千円が生じたことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は85,943千円（前年同期は122,912千円の使

用）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出25,451千円、配当金の支払額40,618千円が生じたこ

とによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年２月期の通期の業績予想につきましては、2019年４月12日付の「2020年２月期 決算短信」で公表しま

した内容に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 864,861 742,131

売掛金 354,961 446,389

商品及び製品 17,031 18,745

原材料及び貯蔵品 142,521 127,591

その他 133,936 145,590

貸倒引当金 △1,804 △2,334

流動資産合計 1,511,507 1,478,112

固定資産

有形固定資産 293,164 336,288

無形固定資産 22,750 36,096

投資その他の資産

その他 132,368 128,824

貸倒引当金 △11,387 △11,245

投資その他の資産合計 120,981 117,578

固定資産合計 436,896 489,963

資産合計 1,948,404 1,968,076

負債の部

流動負債

買掛金 113,102 161,745

1年内返済予定の長期借入金 46,635 35,992

未払金 331,198 370,493

未払法人税等 36,049 8,201

工事補償引当金 1,934 1,915

その他 82,376 115,899

流動負債合計 611,296 694,247

固定負債

長期借入金 33,558 18,750

その他 70,051 100,778

固定負債合計 103,609 119,528

負債合計 714,906 813,775

純資産の部

株主資本

資本金 280,309 280,309

資本剰余金 200,309 200,309

利益剰余金 753,581 674,383

自己株式 △702 △702

株主資本合計 1,233,498 1,154,300

純資産合計 1,233,498 1,154,300

負債純資産合計 1,948,404 1,968,076
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年３月１日
　至 2018年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年８月31日)

売上高 2,890,030 2,962,603

売上原価 1,553,569 1,690,356

売上総利益 1,336,460 1,272,247

販売費及び一般管理費 1,188,059 1,308,762

営業利益又は営業損失（△） 148,400 △36,515

営業外収益

受取利息 213 84

受取配当金 6 6

受取手数料 1,243 180

保険差益 1,676 271

その他 527 12

営業外収益合計 3,666 555

営業外費用

支払利息 980 855

支払補償費 802 517

リース解約損 801 14

その他 118 200

営業外費用合計 2,702 1,587

経常利益又は経常損失（△） 149,365 △37,548

特別利益

固定資産売却益 27 17

特別利益合計 27 17

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

149,392 △37,530

法人税、住民税及び事業税 57,545 1,005

法人税等調整額 △2,174 15

法人税等合計 55,371 1,020

四半期純利益又は四半期純損失（△） 94,021 △38,550

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

94,021 △38,550
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年３月１日
　至 2018年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 94,021 △38,550

四半期包括利益 94,021 △38,550

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 94,021 △38,550
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年３月１日
　至 2018年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

149,392 △37,530

減価償却費 48,076 60,546

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,446 388

工事補償引当金の増減額（△は減少） 135 △18

受取利息及び受取配当金 △219 △90

支払利息 980 855

売上債権の増減額（△は増加） △69,855 △91,427

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,648 13,216

仕入債務の増減額（△は減少） 34,469 48,642

未払金の増減額（△は減少） 36,170 85,363

その他 6,726 21,139

小計 220,973 101,084

利息及び配当金の受取額 219 90

利息の支払額 △958 △705

法人税等の支払額 △66,600 △25,665

営業活動によるキャッシュ・フロー 153,633 74,803

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △23,166 △92,471

有形固定資産の売却による収入 27 246

無形固定資産の取得による支出 △8,695 △17,740

短期貸付けによる支出 ― △400

短期貸付金の回収による収入 ― 268

長期貸付けによる支出 △52,326 △2,380

長期貸付金の回収による収入 10,353 989

差入保証金の差入による支出 △27,561 △355

差入保証金の回収による収入 552 297

関係会社株式の取得による支出 △510 ―

その他 △2,017 △46

投資活動によるキャッシュ・フロー △103,343 △111,591

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △38,084 △25,451

自己株式の取得による支出 △197 ―

配当金の支払額 △40,577 △40,618

リース債務の返済による支出 △44,053 △19,873

財務活動によるキャッシュ・フロー △122,912 △85,943

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △72,622 △122,730

現金及び現金同等物の期首残高 1,031,715 864,861

現金及び現金同等物の四半期末残高 959,093 742,131
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年３月１日 至 2018年８月31日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月30日
定時株主総会

普通株式 40,620 20 2018年２月28日 2018年５月31日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年３月１日 至 2019年８月31日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月30日
定時株主総会

普通株式 40,646 20 2019年２月28日 2019年５月31日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年３月１日 至 2018年８月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額水まわり緊急修

理サービス事業
ミネラルウォー

ター事業
ヘルスケア事業

売上高

外部顧客への売上高 2,575,168 314,861 ― 2,890,030 ― 2,890,030

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,575,168 314,861 ― 2,890,030 ― 2,890,030

セグメント利益 130,304 18,096 ― 148,400 ― 148,400

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年３月１日 至 2019年８月31日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額水まわり緊急修

理サービス事業
ミネラルウォー

ター事業
ヘルスケア事業

売上高

外部顧客への売上高 2,520,917 413,791 27,894 2,962,603 ― 2,962,603

セグメント間の内部
売上高又は振替高

750 178 281 1,210 △1,210 ―

計 2,521,667 413,970 28,176 2,963,813 △1,210 2,962,603

セグメント利益又は損
失（△）

△49,938 22,350 △10,873 △38,461 1,945 △36,515

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去1,945千円が含まれております。
２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（重要な後発事象）

（連結子会社の吸収合併）

当社は、2019年８月14日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるリモデルコンシェルジュ株式会社

の吸収合併について決議し、2019年10月１日に実行いたしました。

１．合併の目的

　リモデルコンシェルジュ株式会社は、建築業者の紹介及び斡旋事業を展開し、主に当社からの紹介業務を

中心に行っておりましたが、当社グループの経営効率の向上のため、吸収合併いたしました。

２．取引の概要

（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

（存続会社）

企業の名称 株式会社アクアライン

事業の内容 水まわり緊急修理サービス事業／ミネラルウォーター事業／ヘルスケア事業

（消滅会社）

企業の名称 リモデルコンシェルジュ株式会社

事業の内容 建築業者の紹介及び斡旋事業

（２）企業結合日

2019年10月１日

（３）企業結合の法的形式

当社を存続会社とする吸収合併方式であり、リモデルコンシェルジュ株式会社は解散いたしました。

（４）結合後企業の名称

株式会社アクアライン

３．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づ

き、共通支配下の取引等として会計処理を行っております。
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